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２０００．８．２１（２）

市
で
は
、
大
規
模
地
震
な
ど
の

災
害
時
に
応
急
対
策
活
動
に
必
要

な
一
般
貨
物
自
動
車
の
供
給
に
つ

い
て
、
８
月
１１
日
、
社
団
法
人
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩
支
部
第

７
地
区
（
地
区
長
�
東
名
運
輸
株

式
会
社
代
表
取
締
役
・
須
田
武
男
）

と
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

社
団
法
人
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
多
摩
支
部
第
７
地
区
は
、
町
田

市
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
２９
社

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
保
有
す
る
ト

ラ
ッ
ク
等
の
数
は
５
０
０
台
以
上

に
な
り
ま
す
。

協
定
は
、
こ
の
加
盟
各
社
の
保

有
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
１
台
を
協
定
締
結
車
と
し

て
市
に
報
告
し
、
万
一
の
場
合
の

物
資
の
搬
送
・
搬
入
に
役
立
て
て

も
ら
う
も
の
で
す
。

市
で
は
、
大
規
模
な
災
害
時
に

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
ほ
か
に
も
様
々
な
防
災
協
力
協

定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
東
京
都
の

３１
市
町
村
の
ほ
か
、
長
野
市
（
長

野
県
）、
川
上
村
（
長
野
県
）、
川

西
町
（
山
形
県
）、
増
穂
町
（
山

梨
県
）
と
相
互
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
関
係
機

関
と
の
協
力
協
定
の
締
結
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
協
力

協
定
を
締
結
し
た
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
多
摩
支
部
は
、
今
度
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
ま
す
。

市
で
は
、
警
察
署
、
消
防
署
及

び
消
防
団
の
協
力
を
得
て
、
町
内

会
、
自
治
会
な
ど
を
母
体
と
す
る

「
自
主
防
災
組
織
」
の
育
成
を
進

め
て
お
り
、
現
在
市
内
に
は
２
５

０
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
的
確
な
行
動
を

取
る
に
は
、
地
域
で
の
相
互
協
力

に
よ
る
日
ご
ろ
の
訓
練
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
す
。

大
地
震
が
発
生
し
た
時
、
防
災

機
関
は
た
だ
ち
に
活
動
を
開
始
し

ま
す
。
し
か
し
、
災
害
が
大
き
い

ほ
ど
十
分
な
活
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
地
震
発
生

か
ら
皆
さ
ん
の
所
に
救
援
物
資
が

届
く
ま
で
最
低
３
日
は
か
か
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
３
日
分
の
水
、

食
料
な
ど
は
、
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
、
必
ず
そ
ろ
え
て
お
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
イ
ザ
」
と
い
う
時
、
自
分
が

ど
こ
に
避
難（
避
難
場
所
�
下
表
）

す
れ
ば
よ
い
か
日
ご
ろ
か
ら
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家

庭

で

防

災

会
議
を
開
こ
う

月
に
１
回
程
度
、
家
族
そ
ろ
っ

て
防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ザ
と
い
う
と
き
の
役
割
】

�１
消
火
に
あ
た
る

�２
脱
出
口
を
確
保
す
る

�３
お
年
寄
り
、
乳
幼
児
の
保
護
な

ど【
日
ご
ろ
の
準
備
】

�１
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備

�２
水
の
く
み
置
き

�３
消
火
器
の
点
検

�４
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
家
具
な
ど
の
固

定�５
避
難
場
所
の
確
認
―
な
ど

【
家
族
間
の
連
絡
方
法
】

〈
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７

１
）
の
利
用
な
ど
〉

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
と
は
被

災
地
の
方
が
録
音
し
た
安
否
な
ど

に
関
す
る
情
報
を
他
の
地
域
の
方

が
聞
け
る「
声
の
伝
言
板
」で
す
。

防
災
週
間
の
８
月
３０
日
午
前
９

時
か
ら
９
月
５
日
午
後
５
時
ま
で

の
間
、特
別
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
の
使
用
法
を
覚
え
ま
し
ょ
う

（
利
用
に
は
通
常
料
金
が
か
か
り

ま
す
）。

協定書に調印

都
市
生
活
の
足
元
か
ら
自
然
の

に
ぎ
わ
い
を
再
発
見
し
、
生
物
多

様
性
の
保
全
・
回
復
を
目
指
す
計

画
、「
生
物
多
様
性
保
全
モ
デ
ル

地
域
計
画
（
鶴
見
川
流
域
）」
が

’９８
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

川
、
池
、
谷
戸
の
緑
な
ど
を
手

掛
か
り
に
、行
政
区
画
で
は
な
く
、

流
域
視
野
で
都
市
の
自
然
の
保
全

・
回
復
を
見
直
す
、
新
し
い
試
み

で
す
。

「
谷
戸
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、

こ
の
計
画
を
広
く
紹
介
し
、『
谷

戸
』
を
テ
ー
マ
に
、
都
市
の
自
然

の
現
状
と
未
来
を
、
市
民
・
行
政

・
企
業
が
実
践
的
に
語
り
合
い
ま

す
。

○
期
日
・
内
容

９
月
１６
日（
土
）

午
後
１
時
開
会
�
基
調
講
演
「
鶴

見
川
源
流
の
谷
戸
と
暮
ら
し
」（
農

民
作
家
・
薄
井
清
氏
）、
事
例
報

告（
谷
戸
の
現
在
と
希
望
ー
Ⅰ
）、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
い

く
つ
残
せ
る
ー
ド
ジ
ョ
ウ
と
ホ
タ

ル
の
暮
ら
す
谷
戸
）、
意
見
交
換

会
（
参
加
費
２
０
０
０
円
）
△
９

月
１７
日
（
日
）
午
前
９
時
３０
分
開

会
�
事
例
報
告
（
谷
戸
の
現
在
と

希
望
ー
Ⅱ
）、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

�
流
域
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
主

催
に
よ
る
鶴
見
川
現
流
域
の
谷
戸

巡
り
（
定
員
４
０
人
、
参
加
費
２

０
０
０
円
、
申
し
込
み
順
）

○
会
場

市
民
ホ
ー
ル

○
定
員

１６
日
�
５
０
０
人
、
１７

日
�
１
０
０
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）

○
申
し
込
み

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
、
参
加
希
望
日
（
両
日
参

加
も
可
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
勤
務
先
ま
た
は
団
体
名
・

学
校
名
を
書
き
、
９
月
５
日
ま
で

に
（
有
）
流
域
法
人
バ
ク
ハ
ウ
ス

内「
谷
戸
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
」

（
〒
２２３
―
０
０
５
３
、
横
浜
市
港

北
区
綱
島
西
２
―
１３
―
７
―
３
０

８
、
�
０
４
５
・
５
４
５
・
９
７

１
２
、
�
０
４
５
・
５
４
５
・
９

７
７
３
）
へ
。

※
意
見
交
換
会（
交
流
懇
親
会
）、

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
明
記
し
て
下
さ
い
。

�問
公
園
緑
地
課
�
７
９
３
・
７
６

１
１

市
役
所
駐
車
場

利
用
で
き
ま
せ
ん

８
月
２６
日
（
土
）
は
「
納

涼
の
夕
べ
」
開
催
の
た
め
、

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

�問
社
会
福
祉
協
議
会
�
７
２

２
・
４
８
９
８

暁雲Ⅱ

とと
なな
りり
のの

まま
ちち
かか
らら

相模原市

北
海
道
で
生
ま
れ
、
晩
年
を
相

模
原
で
過
ご
し
た
日
本
画
家
・
岩

橋
英
遠
（
１
９
０
３
〜
１
９
９

９
）。
自
然
と
自
分
と
の
間
の
瞬

時
の
出
会
い
を�
有
縁
�と
呼
び
、

そ
の
独
特
の
美
意
識
で
現
代
日
本

画
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
し

た
。
壮
大
な
自
然
と
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
岩
橋
芸
術
の
世
界
を
、
ぜ
ひ

お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
日
時

８
月
２６
日
（
土
）
〜
９

月
１７
日
（
日
）
午
前
１０
時
〜
午
後

７
時

※
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
。
水

曜
日
は
休
館
日
で
す
。

○
会
場

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
模
原
駅

ビ
ル
４
階
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
さ
が

み
は
ら
内

○
観
覧
料

一
般（
高
校
生
以
上
）

�
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
�
１

０
０
円

※
６５
歳
以
上
・
障
害
者
・
ひ
と
り

親
家
庭
・
小
学
生
未
満
の
方
は
無

料
で
す
。

�問
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�
０
４
２
・
７

７
６
・
１
２
６
２

日
ご
ろ
の
備
え
が

あ
な
た
の
命
を
救
う

鶴
見
川
流
域
生
物
多
様
性保全

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
のののののののののののののののののののの
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ララララララララララララララララララララ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

相
模
原
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

永
遠
な
る
大
ロ
マ
ン

岩

橋

英

遠

展

９ 月 の 健 康 案 内 �問健康課�７２５・５４２２
内 容

妊娠中の生理と健康管理

妊娠中の日常生活と保育
／妊婦体操（実習）

歯の衛生、生活と栄養

もく浴法、呼吸法（実習）

離乳食のすすめかたのお話と試食

離乳食後期のお話と試食、歯の話

身長・体重測定・保育相談・栄養
相談・母性相談・家族計画指導

１日目

２日目

３日目

４日目

対 象

１６～２５週

の妊婦

４～５
か月児

８～９
か月児

２か月～
就学前

受 付 時 間

午後１時３０分
～３時４５分

受付１時～

午前９時５０分
～１１時４５分

受付９時３０分
～

午前９時４５分
～１１時３０分

午後１時３０分
～３時

開 催 日
金曜日
４日コース
１日、８日、２２日、２９日
奇数月
月曜日４日コース
４日、１１日、１８日、２５日

８日または
２９日

２２日

４、１１、１８、２５日

７日

８日

１３日

２０日

初
期

後
期

会 場

健康福祉会館

鶴川分館

健康福祉会館

健康福祉会館

鶴川分館

子どもセンター
ば
あん�
堺市民センター

忠生市民センター

事 業 名

母親学級
（申し込み制）

離乳食講習会
（申し込み制）

乳幼児
母性相談
（自由来所）

市 指 定 避 難 場 所 一 覧 （あなたの避難場所を
確認しておきましょう）

名 称

忠生一小

山崎小

忠生中

忠生公園

桜美林学園

日本大学第三学園

小山田小

小山田南小

小山田中

小山小

小山センター

堺中

相原小

大戸小

武蔵岡中

町田金森防災市民いこいの広場

三井海上火災�株グランド

記号

�

◆

◆

◇

◇

◇

◆

◆

◆

�

◆

�

�

◆

◆

◇

◇

番号

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

名 称

三輪小

鶴川高等学校

三輪中央公園

金井中

日商岩井総合グラウンド

国本学園町田キャンパス

忠生三小

忠生四小

木曽小

木曽中

都立忠生高校校庭

忠生六小

山崎中

忠生七小

忠生五小

都立山崎高校校庭

山崎自然公園

記号

◆

◇

◇

◆

◇

◇

�

◆

◆

◆

◇

�

◆

◆

◆

◇

◇

番号

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

名 称

鶴川二中

鶴川三小

鶴川中央公園

藤の台小

薬師中

金井小

ゆうき山公園

鶴川一小

都立野津田高校校庭

野津田公園

薬師池公園

鶴川中

大蔵小

和光中・高等学校

国士舘大学グラウンド

鶴川二小

能ヶ谷平和台第二児童公園

記号

◆

◆

◇

�

◆

◆

◇

◆

◇

◇

◇

◆

�

◇

◇

�

◇

番号

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

名 称

都立小川高校校庭

南三小

南四小

南中

金森わさび田児童公園

南つくし野小

つくし野中

南つくし野こうま公園

つくし野小

つくし野セントラルパーク

南二小

成瀬センター

都立成瀬高校校庭

南成瀬中央公園

南成瀬小

市立総合体育館

南成瀬中

高ヶ坂小

成瀬中央小

成瀬台小

成瀬台中

成瀬台公園

昭和薬科大学多目的グラウンド

鶴川四小

真光寺中

記号

◇

�

◆

◆

◇

◆

◆

◇

◆

◇

�

◇

◇

◇

◆

◆

◆

�

◆

◆

◆

◇

◇

◆

◆

番号

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

名 称

町田二小

芹ヶ谷公園

町田一中

町田一小

都立町田高校校庭

町田四小

原小

町田三小

本町田西小

緑ヶ丘小

本町田東小

町田三中

本町田中

藤の台球場

町田中央公園

町田五小

玉川学園大学グラウンド

町田六小

南大谷小

町田二中

南大谷中

南一小

鶴間小

鶴間公園

小川小

記号

�

◇

�

◆

◇

�

�

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◇

�

�

◇

�

�

◆

◆

◆

◆

◇

�

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

避 難 場 所 の 区 分
内 容

大地震等により災害が発生した場合、仮救護所を設置し、医師が救護
活動を行う避難所
市内の局地災害時に、市の要請に基づき仮救護所を設置し、医師が救
護活動を行う避難所

避難者仮泊施設のある避難場所

避難者仮泊施設のない避難場所

※このほか市の指定した避難場所ではありませんが、自主防災組織等で選定している一時集合場所もあります。

記号

�

�

◆

◇

区 分
救急救護活動拠点

（７か所）
準救急救護活動拠点

（１４か所）
避 難 所

（４６か所）
避 難 所

（３４か所）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
多
摩
支
部
第
７
地
区
と

災
害
時
の
協
力
協
定
を
締
結


